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平
成
四
年
に
奈
良
国
立
博
物
館
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
を
伴
出
し
た
経
塚

遺
物
が
館
蔵
品
に
加
わ
り
、
経
巻
、
経
容
器
、
副
納
品
な
ど
が
比
較
的
良
好
に

残
存
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
遺
物
を
紹
介
し
た
上
で
若
干
の
問
題
点
を
あ

げ
て
み
た
い
。
遺
物
の
出
土
地
に
つ
い
て
は
、
近
畿
地
方
と
伝
え
ら
れ
る
以
外

は
不
詳
で
、
必
ず
し
も
同
一
の
経
塚
出
土
品
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

一

括
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
み
て
、
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
も
の
で
、

一
定
区
域
内
の
経
塚
群
で
出
土
し
た
複
合
遺
物
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
塚

遺
物
の
内
容
は
銅
製
経
筒
一
口
、
陶
製
外
筒
断
片
三
個
、
紙
本
墨
書
無
量
義
経

五
紙
、
紙
本
経
巻
残
塊
四
個
、
菊
花
双
鳥
鏡
一
面
、
青
白
磁
合
子

一
合
、
鉄
刀

残
欠
一
括
、
鉄
刀
身

一
口
、
蝙
蝠
扇
残
欠

一
括
か
ら
な
る
。

銅
製
経
筒

一
口
（
口
絵
5
、
図
1
¥
4
)

総
高
二
八
・
七
、
屋
蓋
の

一
辺

一
九
・
五
、
蓋
径
一
四
・

ニ
、
身
高

ニ
―

•
四
、
身
口
径
―
ニ
・
七
、
身
底
径

―
ニ

・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

銅
鋳
製
で
、
屋
蓋
部
、
蓋
、
筒
身
部
か
ら
な
る
厚
手
の
宝
塔
形
経
筒
（
図
1
)

経
塚
遺
物

は
じ
め
に

で
あ
る
。
屋
蓋
部
は
露
盤
の
上
に
宝
珠
を
い
た
だ
＜
宝
形
造
の
形
式
で
、

裏
面

の
中
央
部
に
は
比
較
的
太
目
の
柱
状
の
突
出
部
を

一
鋳
し
（
図
2
)
、
蓋
部
の
中

央
に
設
け
ら
れ
た
孔
の
中
に
挿
入
し
、
固
定
す
る
。
蓋
（
図
3
)

は
印
籠
蓋
式
の

被
せ
蓋
造
で
、
中
央
に
屋
蓋
部
を
受
け
る
た
め
の
円
筒
形
の
立
ち
上
が
り
部
を

設
け
て
い
る
。
筒
身
部
（
図
4
)

は
円
形
で
、
口
縁
部
に
は
蓋
受
部
を
設
け
、
底

部
も
身
部
と
共
に
一
鋳
し
、
や
や
甲
盛
り
を
持
た
せ
て
い
る
。
身
の
側
面
に
は

刀
剣
類
の
断
片
の
痕
跡
が
付
着
し
、
内
底
に
も
十
巻
程
度
の
経
巻
の
痕
跡
が
み

ら
れ
る
。
な
お
、
屋
蓋
と
身
の
一
部
に
は
鋳
造
時
の
湯
廻
り
が
悪
く
、
再
度
補

鋳
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
こ
の
経
筒
は
筒
身
部
に
蓋
を
被
せ
た
上
に
、
屋
蓋
部
を

載
せ
る
特
異
な
宝
塔
形
経
筒
で
あ
る
。
宝
塔
形
式
の
経
筒
は
、
経
塚
の
造
営
さ

れ
た
比
較
的
初
期
の
時
期
に
多
く
み
ら
れ
、
本
例
は
そ
れ
ら
に
較
べ
れ
ば
年
代

も
や
や
下
る
と
思
わ
れ
る
が
、
よ
く
宝
塔
形
経
筒
の
形
式
を
伝
え
て
い
る
。

陶
製
外
筒
断
片
三
個
（
図

5
)

（
そ
の

一
）
縦
―
一
・
八
、
横
―
―
•
六
、

（
そ
の
二
）
縦
四
・
四
、
横
七
•
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
（
そ
の

三
）
縦
七
・
三

、

横
一
0
•
三

三
個
の
外
筒
の
断
片
で
、
底
部
近
く
の
も
の
や
、
突
帯
を
有
す
る
も
の
が
あ

り
、
内
外
両
面
に
縦
方
向
の
刷
毛
目
の
整
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
整
形
法
、
焼

成
の
具
合
、
書
体
な
ど
か
ら
み
て
同
一
個
体
で
、
小
片
の
た
め
に
、
そ
の
全
貌

を
伺
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
円
筒
形
で
三
段
程
度
の
突
帯
を
有
す
る

須
恵
器
と
み
ら
れ
る
。
な
お
断
片
に
は
「
生
善
後
生
／
、
…
菩
提
父
母
／
師
長

〔
作
品
研
究
〕
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
JJ
を
伴
出
す
る
経
塚
遺
物

井

口

喜

晴
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紙
本
経
巻
残
塊

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

四
巻
分
の
経
巻
の
残
塊
で
、
三
巻
は
上
半
部
を
欠
失
し
、

が
残
る
。
い
ず
れ
も
経
筒
の
底
部
の
方
に
納
置
さ
れ
た
部
分
に
あ
た
り
、
四
巻

の
う
ち
の

一
巻
の
残
塊
は
朱
書
経
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
巻
名
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
無
量
義
経
と
と
も
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
法
華
経

ま
た
は
結
経
の
観
普
賢
経
に
該
当
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

菊
花
双
鳥
鏡

一
面
（
図
8
)

径
八
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

青
銅
製
の
円
鏡
で
、
界
圏
を
め
ぐ
ら
し
て
内
外
二
区
に
分
ち
、
鏡
背
面
全
体

に
わ
た
っ
て
菊
花
文
を
散
ら
し
、
そ
の
間
に
双
鳥
を
配
し
て
い
る
。

径
五

・

ニ
、
高
一
―
―
•

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

青
白
磁
合
子

四
個
（
図
7
)

一
合
（
図
9
)

底
径
三

・
一
、

小
型
の
印
籠
蓋
式
の
合
子
で
、
菊
花
形
に
型
抜
き
し
、
蓋
の
表
面
に
菊
花
文

を
表
わ
す
。
蓋
の
口
縁
部
に
は

一
箇
所
に
小
欠
の
部
分
が
あ
り
、
内
部
に
は
蓋
、

身
と
も
に
有
機
物
の
付
着
が
み
ら
れ
る
。
合
子
の
内
部
に
有
機
物
が
残
る
こ
と

一
巻
は
底
部
の
み

皆
成
、
…
…
法
界
」
（
そ
の

1
)
、
「
…
利
益
…
、
…
此
妙
法
…
」
（
そ
の

2
)
、
「
…

書
写
、
…
経
」
（
そ
の

3
)
、
の
線
刻
さ
れ
た
銘
文
が
み
ら
れ
る
。

紙
本
墨
書
無
量
義
経
五
紙
（
図
6
)

一
紙
長
六

0
・
ニ

（三
紙
）
、
六

一

・
ニ

（
一
紙
）
、
六
三

・
ニ

（
一
紙
）
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

銅
製
経
筒
の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
経
巻
の
断
簡
の
五
紙
で
、

斐
紙
を
用
い
、
薄
墨
で

一
行
に
つ
き
約
十
七
字
で
経
文
を
書
写
し
て
い
る
。
書

写
さ
れ
た
経
典
は
無
量
義
経
徳
行
品
第

一
の
巻
首
か
ら
、
説
法
品
第
二
の
巻
末

の
十
行
前
後
を
除
い
た
部
分
で
、
途
中
、
徳
行
品
第

一
の
個
文
の
後
半
と
、
説

法
品
第
二
の
巻
首
に
あ
た
る

一
紙
を
欠
失
す
る
。
本
経
典
は
書
写
の
様
子
や
巻

首
の
残
存
状
況
か
ら
み
て
、
巻
首
か
ら
逆
巻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
五
紙
と
も
に
上
半
部
を
欠
失
し
て
い
る
。

一
・
三
、
二

・
O
、
三

・

は
稀
で
あ
り
、
今
後
の
化
学
的
分
析
に
期
待
が
も
た
れ
る
。

一
括
（
口
絵
6
、
図
10)

・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

大
き
く
刀
身
の
中
央
が

U
字
形
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
製
の
大
刀
で
、
把
頭

の
先
端
を
欠
失
す
る
も
の
の
、
目
釘
孔
付
近
も

L
字
形
に
折
り
曲
げ
ら
れ
、
さ

ら
に
木
製
の
鞘
や
錦
金
具
な
ど
が
付
随
し
て
い
る
。
刀
身
は
ほ
と
ん
ど
反
り
が

な
く
、
錆
や
折
り
曲
げ
ら
れ
た
た
め
に
処
々
欠
失
し
た
部
分
が
あ
り
、

一
部
に

木
質
の
付
着
が
認
め
ら
れ
、
鞘
の

一
部
と
推
定
さ
れ
る
。
鍔
は
銅
製
で
木
瓜
形

を
呈
し
、
さ
ら
に
銀
製
の
四
葉
座
形
の
切
羽
と
渾
金
具
を
付
し
、
把
の
部
分
に

は
目
釘
孔
が
み
ら
れ
る
が
、
先
端
部
は
欠
失
し
て
い
る
。
木
製
の
鞘
も
処
々
に

損
傷
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
鉄
製
大
刀
は
鉄
刀
身
な
ど
と
と
も
に
（
財
）
元

興
寺
文
化
財
研
究
所
で
保
存
処
理
が
施
さ
れ
た
。

鉄
刀
身

長
二
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

鉄
製
刀
子
の
刀
身
で
、
全
身
が
錆
に
覆
わ
れ
、
外
荘
具
を
欠
失
し
て
い
る
。

蝙
蝠
扇
残
欠

木
製
の
蝙
蝠
扇
の
十
二
本
の
骨
身
の
部
分
で
、
木
身
の
上
に
漆
や
銀
の
痕
跡

が
み
ら
れ
る
が
、
扇
の
留
金
具
を
欠
失
し
て
い
る
。
蝠
蝙
扇
の
残
欠
は
三
重
県

の
朝
熊
山
経
塚
出
土
品
な
ど
に
、
僅
か
な
遺
例
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
極
め
て

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

以
上
の
遺
物
は
近
畿
地
方
の
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
以
外
は
、
出
土
状
況
は
不

明
で
惜
し
ま
れ
る
が
、
埋
納
経
、
経
容
器
、
供
養
具
な
ど
の
主
な
も
の
が
、
お

お
よ
そ
備
っ
て
い
る
。
全
体
で

一
括
遺
物
と
み
て
も
大
き
な
矛
盾
は
な
く
、
平

安
時
代
後
期
の
経
塚
の

一
形
態
を
う
か
が
わ
せ
る
遺
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
そ
れ
ら
の
中
か
ら
若
干
の
遺
物
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
特
色
と
問
題
点
を
あ

げ
て
み
た
い
。

大
刀
残
欠

一
括
（
図
12)

長
約
二
九
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

一
口
（
図
11)

長
（
折
り
曲
げ
ら
れ
た
現
状
）
約
三
五
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宝
塔
形
式
の
厚
手
の
円
筒
経
筒
で
、
屋
蓋
部
、
印
籠
蓋
、
筒
身
の
三
部
か
ら

な
る
経
筒
で
あ
る
。
と
く
に
円
筒
形
の
筒
身
部
に
、
屋
蓋
部
か
ら
伸
び
る
柱
状

の
突
出
部
を
受
け
る
た
め
に
、
円
筒
形
の
立
ち
上
が
り
部
を
設
け
た
印
籠
蓋
を

被
せ
た
三
段
式
の
構
造
は
特
異
で
あ
る
。
屋
蓋
部
を
受
け
る
た
め
に
、
筒
身
部

に
印
籠
蓋
を
被
せ
た
例
と
し
て
は
、
福
岡
県
太
宰
府
付
近
出
土
と
伝
え
ら
れ
る

(
l
)
 

永
久
四
年
(
-

―
―
六
）
銘
の
、
小
金
銅
仏
二
艤
を
伴
う
銅
製
宝
塔
形
経
筒
（
重

要
文
化
財
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
（
図
13)
や
、
福
岡
県
四
王
寺
山
経
塚
出
土
の
保

(
2
)
 

安
四
年
（

―
-
三
―
-
）
銘
の
宝
塔
形
経
筒
（
重
要
文
化
財
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

（図
14)
な
ど
が
あ
る
。
永
久
四
年
銘
の
宝
塔
形
経
筒
は
、
塔
身
部
、
屋
蓋
部
、

相
輪
部
か
ら
な
り
、
塔
身
部
は
鋳
銅
製
で
縦
長
の
宝
塔
の
軸
部
を
か
た
ど
り
、

肩
部
は
印
籠
蓋
造
と
し
、
身
の
側
面
は
扉
を
線
刻
で
表
わ
す
。
ま
た
基
部
に
は

一
段
の
高
台
を
設
け
、
円
形
の
銅
板
を
嵌
め
て
底
板
と
し
、
そ
の
内
側
に
永
久

四
年
の
銘
文
を
針
書
き
し
て
い
る
。
相
輪
を
い
た
だ
い
た
屋
蓋
部
と
の
固
定
の

方
法
は
、
屋
蓋
部
の
屋
根
裏
に
円
孔
部
を
穿
ち
、
印
籠
蓋
に
設
け
ら
れ
た
凸
柄

を
受
け
て
い
る
。
こ
の
経
筒
は
明
確
に
扉
を
線
刻
し
た
塔
身
部
か
ら
な
り
、
紀

年
銘
を
有
す
る
宝
塔
形
の
経
筒
と
し
て
貴
重
な
遺
例
で
あ
る
。

(
3
)
 

ま
た
近
年
、
福
岡
県
甘
木
市
の
三
奈
木
大
佛
山
経
塚
で
、
蓋
の
な
い
筒
身
部

の
上
に
取
付
け
座
を
設
け
、
相
輪
部
か
ら
下
に
伸
び
た
柱
部
と
ピ
ン
で
固
定
し
、

着
脱
可
能
に
し
た
厚
手
の
覆
筒
式
の
銅
製
経
筒
（
図
15)

が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
筒
は
、
永
久
四
年
や
保
安
四
年
銘
の
宝
塔
形
経
筒
に
較
べ
れ
ば
厚
手
造

り
で
、
む
し
ろ
今
回
の
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
品
に
近
い
。
こ
の
経
筒
の
塔
身
の

内
面
に
は

X
線
透
過
撮
影
の
結
果
、
「
為
」
「
供
」
「
西
逆
」
な
ど
の
銘
文
の
陽
鋳

銅
製
経
筒

四
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀

中
ご
ろ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
経
筒
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
筒
身
内

面
に
陽
鋳
銘
の
あ
る
経
筒
の
例
に
、
大
治
四
年

(
-
―
二
九
）
銘
の
千
葉
県
谷
津

(
4
)

（

5
)
 

経
塚
出
土
品
、
長
承
二
年
（
―
-
三
三
）
銘
の
茨
城
県
神
崎
寺
経
塚
出
土
品
が
あ

り
、
ま
た
覆
筒
式
経
筒
と
ほ
ぼ
口
径
が
等
し
い
天
治
元
年
(
-
―
二
四
）
銘
の
茨

(6
)
 

城
県
東
城
寺
経
塚
出
土
例
か
ら
、
こ
れ
ら
の
経
筒
と
相
前
後
す
る
時
期
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
経
筒
の
底
板
は
、
四
方
に
舌
を
設
け
て
、
身
部
に
嵌

め
込
ん
だ
平
底
で
あ
り
、
久
寿
一
二
年
（

―
-
五
六
）
銘
の
愛
知
県
普
門
寺
経
塚
出

(7
)
 

土
品
の
類
例
に
よ
り
、
こ
の
年
代
を
下
限
と
し
、
ま
た
九
州
特
有
の
相
輪
鉦
有

節
経
筒
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
久
三
年
(
―
―
―
五
）
銘
の
大
分
県
三
宮
神
社
経

(8
)
 

塚
出
土
の
類
例
を
参
考
に
、
そ
の
年
代
を
上
限
と
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
て

い
る
経
筒
の
底
部
は
、
嵌
め
込
み
式
で
は
な
く
、
筒
身
部
と
と
も
に

一
鋳
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
以
上
に
あ
げ
た
諸
例
か
ら
み
て

―二
世
紀
の
前
半
か
ら

伴
出
し
た
鉄
刀
は
、
鉄
身
が

U
字
形
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
大
刀
の
特
異
な
形

態
で
、
こ
の
よ
う
な
遺
物
を
出
土
す
る
経
塚
と
し
て
は
、
兵
庫
県
江
ノ
上
経
塚
、

(12
)
 

(10
)
 

岡
山
県
小
山
経
塚
、
広
島
県
宮
地
川
経
塚
、
香
川
県
香
色
山
経
塚
な
ど
の
瀬
戸

内
海
沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
地
域
の
わ
ず
か
な
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
江
ノ
上
経
塚
は
、
兵
庫
県
加
西
市
谷
口
町
の
標
高

一
五
0
メ
ー

ト
ル
の
丘
陵
尾
根
上
に
、
石
組
の
経
塚
三
基
と
瓦
質
土
器
を
直
接
埋
納
し
た
経

塚

一
基
と
が
あ
り
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
製
大
刀
（
加
西
市
蔵
、
図
16
)
は、

石

組
の

一
号
経
塚
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
ま
た

一
号
経
塚
で
は
大
刀
の
ほ
か
に
、

紙
本
朱
書
と
墨
書
の
法
華
経
お
よ
び
開
結
経
あ
わ
せ
て
十
巻
、
阿
弥
陀
経

一
巻、
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経
容
器
の
銅
鋳
製
経
筒
、
東
播
の
神
出
窯
で
焼
成
さ
れ
た
須
恵
器
甕
と
片
口
鉢
、

副
納
品
の
銅
製
素
文
方
鏡
、
青
白
磁
合
子
、
鉄
製
刀
子
二
口
、
宋
銭
な
ど
の
出

土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鉄
製
大
刀
は
全
長
八
六
・
五
、
切
先
か
ら
鍔
ま

で
が
七
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
外
容
器
の
須
恵
器
の
甕
を
囲
む
よ
う
に

刃
を
上
に
し
て
折
り
曲
げ
て
納
め
ら
れ
て
い
た
。
刀
身
は
断
面
が
二
等
辺
三
角

形
で
、
中
央
部
付
近
が
や
や
反
り
上
が
り
、
切
先
は
や
や
外
膨
ら
み
が
あ
る
。

鍔
は
長
方
形
に
近
い
楕
円
形
で
、
文
様
は
な
い
。
柄
は
柄
木
や
目
貰
な
ど
が
比

較
的
よ
く
残
り
、
柄
縁
や
目
貰
の
座
金
具
、
懸
緒
孔
の
飾
り
、
兜
金
、
飾
目
貰

な
ど
の
金
具
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
鞘
金
具
で
は
足
金
物
が

一
個
の
み
、
刀
身

部
と
は
遊
離
し
て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
鞘
は
大
刀
を
抜
い
た
状
態
で
埋

納
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

小
山
経
塚
は
岡
山
県
和
気
郡
吉
永
町
吉
永
中
に
所
在
し
、
陶
製
の
外
筒
や
撫

子
花
散
双
鳥
鏡
と
と
も
に
、
鉄
製
大
刀
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
17)
が
出
土
し

て
い
る
。
大
刀
は
現
存
長
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
ほ
と
ん
ど
全
身
を
と
ど

め
て
い
る
刀
身
部
と
鐸
と
か
ら
な
る
。
刀
身
は
中
央
部
で
「
く
」
の
字
状
に
曲

り
、
江
ノ
上
経
塚
の
例
に
類
似
し
て
い
る
。
鐸
は
銅
製
で
倒
卵
形
を
呈
し
、
花

形
の
大
切
羽
と
小
切
羽
と
を
二
重
に
付
し
て
い
る
。
ま
た
茎
に
目
釘
孔
が
残
り
、

菊
座
が
嵌
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
大
刀
と
外
容
器
と
の
埋
納
状
況
な

ど
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

宮
地
川
経
塚
は
広
島
県
豊
田
郡
本
郷
町
宮
地
川
の
標
高
二

0
七
メ
ー
ト
ル
の

丘
陵
上
に
位
置
し
、
現
状
で
は
す
で
に
経
塚
は
掘
り
取
ら
れ
、
そ
の
下
部
に
営

ま
れ
て
い
た
古
墳
の
竪
穴
式
石
室
が
現
れ
て
い
る
。
経
塚
（
図
18)
は
こ
の
山
頂

に
築
か
れ
た
前
方
後
円
墳
の
、
後
円
部
に
設
け
ら
れ
た
竪
穴
式
石
室
の
天
井
石

の
上
部
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
銅
経
筒
、
陶
製
外
容
器
、
懸
仏
、

鑑
鏡
、
刀
子
、
大
刀
、
青
白
磁
合
子
、
青
磁
碗
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
の
大
刀
は
刀
身
部
が
五
七
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
茎
部
は
折
れ
、
目

貰
孔
ま
で
は
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
刃
部
は
著
し
く
折
り
曲
げ
ら
れ
て
南

面
し
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
。
出
土
状
況
は
外
容
器
で
覆
わ
れ
た
経
筒
を
納
め
た

石
室
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
周
辺
に
刀
子
や
鑑
鏡
を
円
形
に
め
ぐ
ら
し
、
そ
の

間
に
青
白
磁
の
合
子
や
小
壺
、
大
刀
な
ど
が
散
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
折

り
曲
げ
ら
れ
た
大
刀
に
つ
い
て
は
、
石
榔
内
の
大
き
さ
は
十
分
に
あ
り
、
曲
折

し
な
く
て
も
納
め
ら
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
経
塚
の

年
代
に
つ
い
て
は
、
出
土
遺
物
か
ら
、
鎌
倉
時
代
初
頭
に
続
く
時
期
と
み
ら
れ

て
い
る
。

香
色
山
経
塚
は
香
川
県
善
通
寺
市
寺
町
に
あ
る
標
高

一
五
七
メ
ー
ト
ル
の
香

色
山
山
頂
に
位
置
し
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
（
善
通
寺
教
育
委
員
会
蔵
、
図
19
)

は
、
四
基
の
経
塚
の
う
ち
の

一
号
経
塚
の
下
部
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の

一
号
経

塚
は
上
下
二
段
に
埋
納
主
体
の
あ
る
、

二
階
建
構
造
の
特
異
な
経
塚
で
、
平
安

時
代
の
後
半
に
大
形
の
石
榔
を
作
っ
て
経
筒
と
外
容
器
を
置
き
、

一
旦
中
段
を

石
材
で
塞
ぎ
、
数
十
年
後
に
再
び
上
部
の
空
間
部
に
経
筒
と
外
容
器
を
納
置
し

て
い
る
。
な
お
下
部
の
石
榔
部
は
、
経
筒
と
そ
の
外
容
器
を
納
め
る
主
榔
と
、

副
納
品
を
納
め
る
副
榔
と
か
ら
な
る
極
め
て
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。
折
り
曲
げ

ら
れ
た
大
刀
は
、
こ
の
副
榔
の
上
部
か
ら
刃
部
を
上
に
向
け
て
出
土
し
て
い
る

が
、
状
況
か
ら
み
て
上
部
石
榔
に
経
筒
や
副
納
品
を
納
め
る
際
に
手
が
加
え
ら

れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
付
近
で
折
れ
て
い

る
が
、
法
量
は
全
長
八
〇
、
刃
渡
り
五
五
、
刃
幅
ニ

・
三
＼
ニ

・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
、
茎
部
に
三
箇
所
の
目
釘
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
号
経
塚

の
年
代
に
つ
い
て
は
、
上
部
は
伴
出
し
た
和
鏡
や
経
筒
な
ど
か
ら

―
二
世
紀
の

後
半
に
、
下
部
は
経
筒
か
ら
み
て

―
二
世
紀
前
半
の
造
営
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
に
あ
げ
た
経
塚
の
出
土
例
は
い
ず
れ
も
瀬
戸
内
海
沿
岸
を
中
心
と
す
る
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布
し
て
い
る
の
で
、

(13) 

地
域
で
あ
る
が
、
東
海
地
方
の
静
岡
県
周
智
郡
森
町
の
小
国
神
社
経
塚
か
ら
も

出
土
し
て
い
る
。
こ
の
経
塚
は
小
国
神
社
の
社
殿
の
背
後
に
位
置
し
、
明
治

一

八
年
(
-
八
八
五
）
に
、
社
殿
の
改
築
に
際
し
て
出
土
し
た
も
の
で
、
銅
製
経
筒

や
仁
安
三
年
(
-
―
六
八
）
銘
を
線
刻
し
た
土
製
経
筒
な
ど
と
と
も
に
、
鉄
製
大

刀
が
二
口
以
上
出
土
し
、
そ
の
中
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
の
断
片
（
小
国
神

社
蔵
、
図
20)
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
静
岡
県
富
士
市
の
千
鳥
道
経
塚
か

ら
は
、
仁
安
三
年
(
-―

六
八
）
銘
の
銅
鋳
製
経
筒
や
、
陶
製
甕
、
青
白
磁
合
子
、

(14) 

和
鏡
な
ど
と
と
も
に
銅
製
の
大
刀
の
鐸
、
切
羽
が
伴
出
し
て
い
る
。
鉄
製
刀
身

の
残
片
も
若
干
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
鐸
や

切
羽
か
ら
み
て
大
刀
が
副
納
の
際
に
、
折
り
曲
げ
て
納
置
さ
れ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
従
来
は
、
こ
の
種
の
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
は
、
西
日
本
を
中
心

に
出
土
す
る
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
類
例
か
ら
東
日
本
も
含
め
て
全

国
的
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
埋
納
さ
れ
た
意
味
を
考
え
る
上
に

も
重
要
な
手
掛
り
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
で
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
を
伴
出
す
る
館
蔵
の
経
塚
遺
物
を
紹
介
し

て
き
た
が
、
出
土
地
は
近
畿
地
方
と
い
わ
れ
る
以
外
に
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

と
く
に
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
は
、
瀬
戸
内
海
の
東
部
沿
岸
地
方
を
中
心
に
分

一
応
、
近
畿
地
方
の
西
部
か
ら
中
国
地
方
の
東
部
周
辺
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
年
代
に
つ
い
て
は
、
三
段
式
の
特
異
な
構
造
を

も
つ
宝
塔
形
経
筒
で
、
関
連
す
る
宝
塔
形
遺
物
の
例
か
ら
み
て
―

二
世
紀
の
前

半
か
ら
中
ご
ろ
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
器
は
、
弥
生
時
代

(15) 

後
期
後
半
ご
ろ
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
墳
墓
の
副
葬
品
に
も
散
見
さ
れ
、
先
史
、

お
わ
り
に

【注】

原
史
時
代
か
ら
歴
史
時
代
に
か
け
て
の
連
続
性
に
つ
い
て
も
、
今
後
に
検
討
す

べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
紹
介
し
た
遺
物
は
、
出
土
地
に
つ
い
て
も
、
年
代
に
つ
い
て
も
確
定
で
き

る
資
料
は
な
い
が
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
や
三
段
式
の
宝
塔
形
経
筒
な
ど
特

異
な
遺
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
資
料
を
報
告
し
、
今
後
の
問

題
を
提
起
し
よ
う
と
思
う
。

一
九
七
七
年
な
ど

(
l
)
奈
良
国
立
博
物
館
『
経
塚
遺
宝
』

(
2
)
注
(
l
)
に
同
じ
。

(
3
)
甘
木
市
教
育
委
員
会
『
三
奈
木
大
佛
山
遺
跡

rn』
一
九
九
六
年

(
4
)
蔵
田
蔵
「
経
塚
論
三
」
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

一
五
二
号』）

一
九
六
三
年

(
5
)
茨
城
県
立
美
術
博
物
館
『
茨
城
の
文
化
財
』

一
九
七
二
年

(
6
)
注

(
1
)
に
同
じ
。

(
7
)
注
(
l
)
に
同
じ
。

(
8
)
小
田
富
士
雄
「
九
州
の
経
塚
」
（
『
佛
教
藝
術
七
六
』
）

一
九
七

0
年

(
9
)
瀬
戸
内
考
古
学
研
究
所
『
播
磨
江
ノ
上
経
塚
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
八
八
年

(10)
蔵
田
蔵
「
経
塚
論
十
」
（
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

一
七
八
号
』
）
一
九
六
六
年

(
1
1
)村上
正
名
「
安
芸
国
本
郷
町
経
塚
報
告
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
四

二
—

四
）

一
九
五
七

年

(12)
善
通
寺
市
文
化
財
保
護
協
会
『
香
色
山
山
頂
遺
跡
群
調
査
報
告
書
』

一
九
九
六
年

(13)
石
田
茂
作
「
仏
教
遺
物
」
（
『
静
岡
県
史
第
三
巻
』
）
静
岡
県

一
九
三
六
年

(14)
東
京
国
立
博
物
館
『
東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録
経
塚
遺
物
篇
固
版
36
』

-

九
六
七
年
。
千
鳥
道
経
塚
出
土
の
大
刀
関
係
に
つ
い
て
は
、

三
宅
敏
之
氏
の
御
教

示
に
よ
る
。

(15)
佐
々
木
隆
彦
「
折
り
曲
げ
た
副
葬
鉄
器
」
（
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
ニ

三
）

一
九
九
八
年
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〔
付
記
〕

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
元
東
京
国
立
博
物
館
次
長
の
三
宅
敏
之
氏
と
奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
の
杉
山
洋
氏
に
御
教
示
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
刀
剣
類
に
つ
い
て
は
奈
良
県
立
美
術
館
の
宮
崎
隆
旨
氏
の
御
教
示
を
い

た
だ
い
た
。

ま
た
写
真
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
資
料
の
他
に
、
東
京
国
立
博
物
館
（
図

17)
、
加
西
市
教
育
委
員
会
（
図
16)
、
善
通
寺
市
教
育
委
員
会
（
図
19)
、
三
宅

敏
之
氏
（
図
20)
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
図
1
5
と

18
は
各
報
告
書
か
ら
引
用
し

た
。
な
お
、

資
料
の
掲
載
に
際
し
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
原
田

一
敏
氏
、

望
月
幹
夫
氏
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
森
内
秀
造
氏
、
加
西
市
教
育
委
員
会
の

立
花
聡
氏
、

善
通
寺
市
教
育
委
員
会
の
笹
川
籠

一
氏
、
甘
木
市
教
育
委
員
会
、

小
国
神
社
の
御
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
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図5(その 2)

図5(その 1) 陶製外筒断片

図1 銅製経筒

図 5(その 3)

図2 銅製経筒（屋蓋部裏面）

図6 紙本墨書無量義経

図3 銅製経筒（蓋）

図7 紙本経巻残塊 図4 銅製経筒（筒身部）
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図10 大刀残欠 〈修理前〉 ， 

図11 鉄刀身

t7 -} ,, ¥ 

Iii 

図8 菊花双鳥鏡

'' ＇ 図12 蝙蝠扇残欠 図9 青白磁合子
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図15 銅製経筒
（福岡・大佛山経塚出土）

図14 銅製宝塔形経筒
（福岡•四王寺山経塚出土）

図13 銅製宝塔形経筒
（伝福岡県出土）

図17 鉄製大刀（岡山・小山経塚出土）

図19 鉄製大刀（香川・香色山経塚出土）

図20 鉄製大刀（静岡・小国神社経塚出土）

図16 鉄製大刀（兵庫・江ノ上経塚出土）

図18 広島 ・宮地川経塚内部追物配置復原図
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Remains from a Sutra Mound including a Bent Iron Sword 

INOKUCHI Yoshiharu 

Remains from a sutra mound including a bent iron sword were among the new acquisitions 

of the Nara National Museum in 1992. They are relatively well preserved. In this article I in-

troduced those objects and presented some issues to be discussed. 

The excavated site of these objects is reportedly in Kinki area, but the precise location of the 

site has not been confirmed. A cylindrical bronze sutra case is among the remains. This sutra 

case is in the shape of a Buddhist stupa, and it consists of three parts-an outer case with a hoju 

-shaped knob, a lid, and a body. The make of this sutra case is very unique:the outer case has 

a projected part, which is rested on the raised part of the lid. Comparing with other stupa-shaped 

sutra cases which consist of three parts and other related sutra cases, it is conceivable that this 

cylindrical bronze sutra case was made between the early and mid-12th century. An iron sword 

is among the remains, too. Its blade is bent at the center into a U-shape. This type of swords 

had been considered as rare examples found mostly in the Seto inland-sea area. However, a 

similar sword was excavated at the sutra mound at Oguni shrine in Mori-machi, Shizuoka pre-

fecture in the Meiji period. There is a possibility that more similar examples would be found 

in the eastern and central parts of Japan. The remains from a sutra mound in the collection 

of the Nara National Museum present us several issues to be discussed, including the location 

of the excavated site and the date of production. 
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